
さ
ら
に
実
践
的

に
は
、
三
心
、
四
修
具
足
の
称
名
で
あ
る
が
、
法

語

に

「
源
空
が
目
に
は
、
三
心
も
南
無
阿
弥

陀
仏
、
五
念

も
南
無

阿
弥
陀
仏
、
四
修
も
南
無
阿
弥
陀
仏
也
。
」

と
あ
る
如
べ
、
悉
く

南
無
阿
弥
陀
仏
に
結
帰
す
る
こ
と
こ
そ
、
宗
祖
の
選
択
本
願
念
仏

の
本
質
そ
の
竜
の
で
あ
ろ
う
。

覚

鑁

上

人

の

浄

土

教

に

つ

い

て

佐

倉

郁

夫

鎌
倉
時
代
法
然
上
人

の
浄
土
宗
開
宗
以
前

の
浄
土
教
思
想
は
ど

.

の
よ
う
な
経
過
を
以
て
展
開
し
て
い
た
か
考
察
す
る
に
、

一
般
的

に
三

つ
の
思
想
形
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
智
光
(響

○

允
～

-i
i

)
、

永

観

(
鋤

一
〇

三

ltl̂

-
i

1

1

i
)
'

珍

海

(
⑳

一
〇

九

二
～

一
一
五

二

)

等

に

よ

つ
て

代

表

さ

れ

る

南

都

系

浄

土

教

、

円

仁

(
⑳

七

九

四

～

八

六

四

)
、

空

也

(
⑳

九

〇

三

～

九

七

二

)

、

源

信

(
切

九

四

二
～

一
〇

一
七

)
、

良

忍

(
鋤

一
〇

七

三

～

一
;

三

)
等
の
叡

山
系
浄
土
教
、或
は
透
露
進

(
聖

〇
二
五

～

一
一
一
五
)
、
覚
、鑽

(
蚰

一
〇
九
五
～

一
一
四
三
)
実
範

(
鋤

一
～

一
一
四
四
)
等
の
真
言
系
浄
土
教
が
そ
れ
で
あ
る
o

こ
の
中
で
真
言
系
浄
土
教
の
中
で
最
も
顕
著
で

あ
る
覚
鏤
八上
人
の

浄
土
教
思
想
に
つ
い
て
究
め
た
い
と
思

う
。

覚
讐

時
代
の
状
勢
を
深
く
洞
察
し
て
真
書
教
義
に
即
し
て
浄

土
教
思
想
を
体
系
的
に
真
言
教
学
に
受

容
し
た
こ
と
は
、
天
台
宗

に
於
け
る
源
信
と
同
様
、
俵
世
に
与
え

た
影
響

は
大
き
く
、
彼
は

密
數
の
復
興
者
で
あ
る
と
共
に
法
然
、
親
鸞
両
節
の

一
大
先
覚
者

で
あ
る
と
も
云
わ
れ
て

い
る
。
覚
蟶

の
著
述
に
於

て
特

に
浄
土
教

思
想
を
述
べ
た
る
著
述
と
し
て
は

「
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
」

「
阿

弥
陀
秘
釈
」

「
一
期
大

要
秘
密
集
」

(何
れ
竜

一
巻

)
が
あ
り
、

こ
れ
ら
何
れ
も
始
終
密
教

の
意
を
以
て
浄
土
教
を
説
明

さ
れ
て
お

り
、
そ
の
申
で
も

「
五
輪
九
字
明
秘
密

釈
」
は
最
も
代
表
的

で
あ

る
。
即
ち

こ
の
著

は

一
名
を
頓
悟
往
生
秘
観
と
も
云

い
既
に
題
号

に
於
て
往
生

の
意
を
顕
わ
し
て
お
り
、
こ
の
内
容
は
真
言
浄

土
の

融
会
を
述
べ
た
る
覚
鏤
の

薪
主
張
で
あ

る
と
共
に
、
上
人
の
晩
年

に
著
わ
さ
れ
た
こ
と
よ
り
覚
鑁

の
成
仏

の
体
験
事
実
記
と
も
云
う

べ
き
秘
密
念

仏
主
義

の
大
著
で
あ
る
。

更
に

一
般
仏
教
教
理
史
か

ら
見
れ
ば
聖
道
門
よ
り
浄
土
門
に
移
る
架
橋

と
も
云
わ
れ
て
い
る
。
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覚
鑁
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
大
日
如
来

の
三
昧
耶
曼
茶
羅
で
あ
る

五
輪
と
、
阿
弥
陀
如
来
の
真
言
で
あ
る
九
字
ど
は
同

}
で
あ
る
と

説
か
れ
て

い
る
Q
即
ち
毘
廬
弥
陀
は
同
体
の
異
名
、
密
厳
極
楽

は

名
異
に
じ
て

一
処
と
大
日
ど
弥
陀

の
信
仰
の

一
致
を
説
き
、
大
日

の
法
体
の
上
に
弥
陀
の
相
を
顕
現
し
そ
の
功
徳
に
よ
り
頓
悟
往
生

の
大
利
益
が
あ
る
と
力
説

さ
れ
て
い
る
。
又
弥
陀
の
小
呪
で
あ
る

九
字
を
十
門
分
別
し
v
更
に
は
密
教
の
浄
土
往
生

に
は
四
種
の
廻

向
を
親
因

と
す
る
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
書
は
序
分
と
正
宗
分
と

跋
文

と
に
よ
り
成
立

つ
て

い
る
。

以
下
覚
鍍

の
浄
土
教
思
想
に

つ
い
て
彼
の
弥
陀
観
極
楽
観
、
機

根

論
に
つ
い
て
論
じ
て
ゆ

く
。

浄
土
教
思
想
に
於
け
る
中
心
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
が
、

真
言
密
教

に
於
け
る
申
心
本
尊
は
大
日
如
来

で
あ

つ
て
覚
鑁
は
両

者
の
関
係
を

「
五
輪
九
字
明
秘
釈
」
の
序
文
に

毘
廬
弥

陀
同
体
異
名
、
極
楽
密
厳

名
異

一
処
、

と
説
か
れ
て
い
る
如
く
大
日
㌔
弥
陀
の
両
仏
を
同
体
の
異
名
と
平

等
視
さ
れ
、
夊
密
厳
浄
土
と
極
楽
浄
土
は
同

一
の
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
、

「
一
期
大
要
秘
密
集
」
に
は

否

離
厂大

演

別

瀞

弥

陀
ム
.
:
:
弥

陀

者

大

臼

之
口智

用

、

大

日

者

弥

陀

之

理

体

、

密

厳

者

極

楽
・之

総

本

、

極

楽

者

密

厳

之

別

徳

と
あ
り
、
弥
陀
は
大
日
如
何
を
本
体
と

し
、
弥

陀
は
本
体

で
あ
る

大
日
の
智
な
る

一
属
性
的
存
在

と
表
現

さ
れ
、'
極
楽
浄
土
も
大
日

如
来
の
浄
土
で
あ
る
密
厳
浄
土
に
包
含

さ
れ
て

い
る
鳥
の
で
、
そ

の
密
厳
浄

土
に
往
生
す

る
こ
と
が
最
高

の
浄
土
で
あ
り
、
覚
鑵
ば

密
厳
浄
土
に
つ
い
て

「
密
厳
浄

土
略
觀

」
に

夫

密

厳

浄

土

者

、

大

日

心

王

之

蓮

都

、

遍

照

法

帝

之

金
刹

、

秘

密

荘

厳

之

往

処

、

曼

茶

浄

妙

之

境

界

、

形

体

広

大

、
等
二同

虚

空
鰭、

性

相

常

往

、
超

二過

法

罫

、

十

方

浄

土

為
舷則
栽

一、

諸

仏

妙

刹

為
翫後

樋
一、

と
密
厳
浄
土
を
規
定

さ
れ
て
い
る
ゆ
次

に
こ
の
密
厳
浄
土
の
所
在

は
現
実
の
裟
婆
世
界
を
離

れ
た
異
所
に
在
る
も
の
で
は
な
く
、
衆

生
の
往
す

る
当
処
こ
そ
密
厳
即
極
楽
浄

土
で
あ
り
、
そ
の
浄
土
も

観
念
坐
禅

の
如
何
な

る
修
業
に
よ

つ
て
も
直

に
理
観

さ
れ
、
其

の

身
そ
の
ま
ま
弥
陀
即
大
日
と
な

つ
て
即

身
成
仏
が
可
能
に
な
る
の

で
あ
る
。
即
ち
密
教
の
根
本
精
神
で
あ
る
凡
夫

即
仏

、
裟
婆
即
寂

一21一



光

土
め
即
身
成
仏
義
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
元
亠米
密
教

の
大

目
信
仰

に
.於

て
は
本
体

で
あ
る
大
日

(普
門
)
を
五
仏

に
配
し
た

塲
合
に
、.
そ
の
中
に
阿
弥
陀
仏

(
輔
門
)
も
含
ま
れ
て
お
り
、
弥

陀
を
信
仰
し
念
仏
を
称
え
る

こ
と
は
大
日
如
来

の
仏
果
を
得
る
こ

と
に
な
り
、
現
世
に
於
で
成
仏
す
る
と
こ
ろ
に
真
言
念
仏

(秘
密

念

仏
)
の
意
義

が
あ
り
、
顕
教

特
に
善
導
大
節
の
説
く
指
方
立
相

の
浄
士
観
と
は
根
本
的

に
相
違
す
る
の
で
あ
る
。

次

に
覚
鑁
浄
土
門
的
易
行
化

へ
の
接
近

の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の

機
根
論

に
つ
い
て
述

べ
る
。

先
ず

「
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
」
の
序
文
に

函納
惟
、
二
七
曼
荼
羅
者

(そ
の
う
ち
九
字
曼
荼
羅
は
)
弥
陀

世
尊
肝
心
:
:
:
順
次
往
生

一
道

..
:
:
弥
陀
善
遯
浄
土
、
期
二

於
往
生
称
条

と
あ
り
、
元
来
真
言
密
教

に
於
て
は
上
根
上
智

の
者
を
以
て
正
被

の
機
根

と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
典
拠
に
於
て
は
、
上

根

上
智
以
外
の
下
根
劣
慧
の
者
を
も
順
次
往
生
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
未
来
往
生
思
想
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
往
生
極
楽

の
為
に
は
称
名
念
仏

に
よ
る
べ
き
で
あ
、る
と
力
説

さ
れ
て
さ
機
教

相
応

の
覚
鑁

の
薪
見
解
を
窺
う
こ
と
が

出
来

る
。
こ
の
新
見
解

で

あ
る
榔
根
論
に

つ
い
て

「
五
論
九
字
明
秘
密
釈
」

に
真
言
密
教

(

あ
く
ま
で
覚
鑁

の
新
見
解
で
あ
り
、
以
後
新
義
真
言
所
説
の
機
根

論
と
な

る
。
)

に
於
け
る
機
根
の
種
類

と
し
て

於
二此

所

化

機
陶総

有
噛二

類
噛、

一
現

身

往

生

竃

二

順
顫

次

往

生

、

淤
豌

身

門
剛、
.
又

二

別

、

一
大

機

即

身

成

仏

、

二

小

機

即

身

成

仏

、

又

於
ザ
ニ

各

有
レニ

、

利

鈍

別

故

、

と
あ
り
、
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、

ー

∴

鰹
詩ー
亠

小∴
利
根

利 鈍
根 根

 

鈍
根
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と
な
り
、
現
身

往
生
、
順
次
往
生
淋
密
教

の
正
被
の
機
根
で
あ
る

と
認

め
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
夫

々
に
つ
偽
て

「
五
輪
九
字
明
秘
密

釈

」
rに、問

、

蘇

五
輪

門
鞘機

有
噛幾

種
一、
、
答

有
一二

種

機

、

一

上

根

上

智

期
廊

身

成

仏

翻、

二
埼但

信

行

浅

期
輪順

次

往

注

、

就
工此

行

者
一亦

有
玩多

、

正

往
二生

密

厳

浄

土
一、

兼

演

遡

+

方

浄

ま

と

あ
り
、
上
根
上
智

は
即
身
成
仏
を
期
す

べ
き
で
あ
り
、
甚
だ
愚

鈍
劣
機
の
但
信
行
浅

の
者
は
未
来

順
次
の
往
生
を
願
う

べ
き
で
あ

る
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
於
て
密
教

に
於
て
は
即
身
成
仏

を
本
領
と
す
る
の
で
あ
り
、
順
次
往
生
を

も
五
輪
門
に
よ
り
可
能

で

あ
る
乏
説
く
と
矛
盾
を
感
じ
る
が
、
密
教

の
法
門
は
万
機
普
益

の
総
持
の
深
教

が
あ
る
か
ら
現
身

・
未
来

の
何
れ
の
往
生

も
可
能

で
あ
る
と
云
わ
れ
て

い
る
。
先
述
し
た
如
く
順
次
往
生
は
大
日
普

門

の

一
門
で
あ
る
弥
陀
信
仰

に
よ
る
べ
き
で
あ
る
ど
さ
れ
、童
樹

・

護

法
は
弥
陀
を
信
仰

し
て
極
楽
に
往
生
し
た
実
例
が

あ
る
と
覚
鑁

は
述
べ
て
お
り
、
特
に
愚
鈍
劣
機
の
者
が
専
心
に
阿

弥
陀
仏
を
念

じ
浄
土
往
生
を
望
む

べ
き
で
あ
る
と
述
べ
、
簡
易
な
実
践
法
に
よ

り
極
楽
往
生
ば
間
違

い
な

い
と
主
張
さ
腔
て

捧
る
。
こ
の
様
に
簡

易
な
修
業
伝
を
劣
機
め
者
に
説
示
し
て
、
大
日

如
来

の
信
働
ど
同

様
と
さ
れ
て
い
だ
が
、
次

に

「
一-期
大

要
秘
富
集
甲
に
於
窟

ば
へ

人
生
生
瀝

貯
於
け
る
最
も
肝
心
な
ご
ど

は
讎
終
正
念
で
あ
づ
て
Ψ

臨
終
に
際
し
て
、
称
名
念
仏
し
て
極
楽

径
肇
を
願
う
な
ら
ば
、
'如

何
な
る
人

々
で
も
浄
土
に
生
れ
崟
こ
ど
が
約
棄

さ
肥

る
が
ら
ガ
菩

提
を
求
め
浄
土
往
生
を
望
む
者
ほ
平
素

か
舷
心
掛

げ
ね
ば
た
ら
な

い
と
述
べ
ら
れ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人

々
を
救
済
の
対
象

と
ひ
て
お
り
、

こ
の

「
一
期
大
要
秘
密
集
」
に
は
外
に
臨
終
所
説
の
疎
想
観

、
或

は
無
量
寿
経

所
説
の
才
+
瓜
願
等
の
説

も
窺
え
・
留
軌

分
浄
土
往

生

の
行
に
浄
土
教
思
想
を
著
し
く
主
張

さ
れ
て

い
る
α

次
に
極
楽
往
生
を
期
す
る
者
は
密
教

の
実
践
法
殊
に
、弥
陀
を
専

念
す
る
と
い
う
簡
易
な
行
を
修
す
る
騰
,み
た
り
、銘
如
何
な
る
心
行

を
具
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

匝
か
.と
吟
う
と

「
五
輪
九
字
明
秘
密

釈
」

に
高

仰
二大

日

悲

願
脚、

深

信
弥

陀

本

願
旧.

更

以

無
二往

生

異

路

喃、

と
大
日
如
来
の
翡
願
を
仰
ぎ
、
弥
陀
の
本
騏

愈

+
八
畢

壑
信
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る
と
上
品
上
生
の
極
楽
に
生
ず
る
と
信
心
為
本
の
旨

を
述

べ
、
続

い
て
念
密
杼
の
行
人
は
四
種
の
廻
向
、
即
ち
四
無
量
心
廻
向
、
衆

生
無
辺
誓
願
度
廻
向
、
興
隆
仏
法
廻
向

、
法
界
平
等
利
益
廻
向
を

親
因
と
し
、
行
因

に
於
て
は
あ
ら
ゆ
る
諸
行
を
往
生
の
正
因
正
業

と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
真
言
宗

に
於
て
は
三
密
即
ち
身
密
、
口
密

(語
密
)
、
意

密

の
三
密
の
妙
行
を
修
す

こ
と
が
真
言
宗
の
実
践
法
で
あ
り
、
覚

鑁

以
前
即
ち
古
義
所
説
で
は
三
密

必
具

で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

説
く
が
、
覚
钁
ほ
大
日
如
来

の

一
門

一
尊
の

一
印

一
明

一
観
の

一

　

,
.

.

密

に
よ

つ
て
往
生
出
来

る
と
説
き
、

一
密

に
つ
い
て
専
心
励
む

と

他

の
二
密
も
自
ず
と
相
応
も
、
三
密
を
修
し
た
と
同
様
の
価
値
"か

得

ら
九

る
の
で
あ
り
、
成
仏

(往
生
)
が
期
待

で
き
る
の
で
あ
る
。

ロ

覚
鑁
ぼ

愚
鈍
劣
機
の
者

に
称
名
念
仏
に
よ
り
順
次
往
生

を
願
う

べ

き
で
あ
る
と
あ
つ
た
が
、
こ
の
称
名
念
仏
も
三
密
の
う
ち
の

一
つ

で
あ
る
語
密
で
あ
り
、
称
名
念
仏
に
励
む
と
他

の
二
密
も
自
ず

と

相
応
し
て
真
言
の
法
門
を
総

て
実
践
し
た
こ
と
に
な
り
、
念
仏
に

よ
る
修
業
方
法
を
力
説

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以

上
念
密
行
者
は
四
種
の
廻
向
を
実
践
す

る
こ
と
を
以
て
往
生

の
親
因
と
さ
れ
、
行
因
に
於

て
も
各
人

の
機
根
に
応
じ
た
行
業
を

総
て
往
生

の
正
業
と
ざ
れ
、
特
に
大
日
如
来

の
]
門

一
尊
で
あ
る

阿
弥
陀
仏
名
を
称
え
る
と
い
う
語
密
を

中
心
と
す
る
易
行
道

へ
と

勧
め
、
当
時
勃
興
期

に
あ
る
浄
土
教
思

想
に
呼
応
し

て

【
密
往
生

説
を
た
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
思
え
る
"。

以
上
覚
鑽
上
入
の
弥
陀
観

.
極
楽
観

.
機
根
論

に
つ
い
て
要
点

を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
思
想
は

「
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
」

の
才
十
発
起
問
答
決
疑
門
に
あ
る
如
く

、

「
真
言
行
者

は
南
無
阿

弥
陀
仏
の
名
号
に
於

て
浅
略
の
想
を
な

す
事
な
か
れ
」

と
真
言
浄

土
の
圃

一
価
値
を
究
明
し
、
こ
の
立
場

に
よ
り
大
日
即
弥
陀
、
密

厳
即
極
楽
と
弥
陀
観
、
極
楽
観
を
規
定

さ
れ
、
特
に
大
日
普
門
の

一
門
で
あ
る
弥
陀
の
信
仰
を
強
調
し
、

此
土
に
於
て
弥
陀
即
大
日

と
な

つ
て
即
身
成
仏
を
す
べ
き

で
あ
る
と
力
説

さ
れ
た
熱
烈
な
る

真
言
行
者

で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
覚
鑁

は
大
日
如
来
大
悲
の
奥

義
を
究
め
、
専

ら
即
身

成
仏
の
標
榜
に
努

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が

当
時
は
他
力
往
生

の
浄
土
思
想
が
全
国
的
に
風
軅

し
て
お
り
、
時

代
の
状
勢
は
厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
を
願
う
衆
生
多
く
、
人

心
の
宗

教
的
欲
望
を
洞
察
し
て
即
身
成
仏
以
外

に
順
次
往
生

の
主
唱
を
さ
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れ

、
当
時
自
己
の
理
性
に
よ
り
て
即
身
成
仏
ず
る
に
不
可
能

な
下

根

劣
機
の
凡
夫
に
対
し
て
未
来
往
生
の

一
道
を
提

示
さ
れ
た
。
又

臨

終
正
念
主
義

に

つ
い
て
は
総
て
当
時
の
浄

土
教
家

の
主
張
す
る

と

こ
ろ
で
、
当
時
の
時
代
思
想
に
呼
応
さ
れ
た
必
然
の
帰
趣
で
あ

る
。
覚

鑁
は
こ
の
臨
終
正
念
主
義
を
重
要
視
す

る
と
同
時
に
、
実

際

は
臨
終
に
際
し
て
、
五
濁
悪
世
の
こ
の
社
会
に
於

て
は
仏
道
修

業

を
す
る
に

つ
い
て
も
差
障
り
が
多
く
臨
終
作
法
に
励

み
難

い
の

で
早
く
よ
り
仏
道
に
覚
め
て
、
菩
提
を
求
め
往
生
を
願

つ
て
、
平

素
よ
り
称
名
念
仏
を
心
掛
け
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
文
拠

を
見
る

に
及
び
、
覚
鏤
が
愚
鈍
劣
機
の
者
を
も
往
生

の
対
象
と
し
て
勧
信

し
、
易
修
易
行
の

一
密

の
修
業
持
に
念
仏
に

つ
い
て
力
説
さ
れ
た

こ
と
と
合

せ
考
え
る
と
、
後
の
鎌
倉
時
代
法
然
、
親
鷺

の

一
先
駆

者

と

い
わ
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
と
思

え
る
。
i

完

1

三

法

印

の

研

究

武

田

義

照

仏
教
と
は
も
ち
ろ
ん
釈
尊
の
説
か
れ

た
真
実

の
道
で
あ
る
が
、

こ
の
仏
教

と
外
道
と
を
区
別
す
る
た
め
古
来
よ
り

、
三
法
印
と
い

う
も
の
が
説
が
れ
て
き
だ
。
こ
れ
は
現
在

に
於

て
は

「
諸
行
無
常

諸
法
無
我

、
浬
槃
寂
静
」
の
三
ゲ
条

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

古
き
経
典
を
ひ
も
と
い
て
み
る
と
、
法

印
の
数

、
形
は
種
々
雑
多

で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
法
印

の
変
遷
に

つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
る
ま

い

。先
ず
パ
ー
リ
.、

ニ
カ
r
.ヤ
に
於

て
は

「
相
応
部
経
典

」
等
に
最

も
原
初
的
と
考
え
ら
れ
る
五
蘊

の

「
無

常

・
苦

・
無
我
」

と
説
き

次

い
で

「
比
丘
等
よ
、

一
切
は
無
常
な
り
。

一
切
は
苦
な
り
。

一

切
は
無
我
な
り
。
」

(南
伝
五
巻
四
六
頁
)
と
、
釈
尊
が
現
実
生

活
に
於

い
て
、
先
ず
苦
を
観
じ
ら
れ
、
苦
は
無
常
の
た
め
に
起
り

来
畚
と
悟
ら
れ
、
次

い
で
無
常

で
あ
り
苦
で
あ
れ
ば

当
然
無
我

で

あ
る
と
正
覚

さ
れ
た
、
そ
の
ま
ま
の
形

で
三
法
印
と
表
わ

し
て
い
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